
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，教

育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の
改善等に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（「令和３年度 全国学力・学習状況調査に関する実施要項」より抜粋）

（〇）条件に合う時刻を求める問題。

（〇）棒 グ ラ フ を 読 み 取 る 問 題 。
※正答率 40％以下の問題はありませんでした。

(○)語句の使い方を理解し，話や文章の中で使う問題。

(▲)目的を意識して，中心となる語や文を見つけて要約する問題。

問題を解決するときは、これまで学習してきたこ

とを生かしながら、筋道を立て考える機会を増やしていきます。

志摩市内 保育所・幼稚園・小中学校保護者の皆様
令和３年 10月

～確かな学力をつけるために～
本年度も小学校 6年生と中学校 3年生の児童生徒を対象に，全国学力・学習状況調査が実施されました。問

題例の紹介とともに調査結果についてお知らせします。

教科の調査問題について，正答率 80％以上であったものを（○），40％以下であったものを（▲)としてその中の一部を紹介します。

【正答】 エ
※この問題の正答率は 93.9％です。棒グラフから数量を読み取ることは

おおむねできています。

３ ひよりさんたちは，10 月の図
書委員会で，図書室の本の貸し出し
の様子について話し合っています。

算数の基本的な知識や技能はおおむね身についていますが，内容
を理解し，言葉や数を用いて自分の考えを説明することに課題が見られます。

全国学力・学習状況調査の目的

条件に合う時刻を求める問題 (○）
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説明的な文章を読み，中心となる語や文を見つけて要約する問題 (▲)

語句の使い方を理解し，使うことはおおむねできていますが，文章から必
要な情報を見つけてまとめたり，文章を要約したりすることに課題が見られます。
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平均正答率は、全国平均

よりやや下回りました。

小学校 算数 平均正答率は、全国平均

よりやや下回りました。

最近，5年生と 6 年生は，ほかの学年より本を借りていないの
ではないでしょうか。
そこで，9月の貸し出し冊数を調べ，下のグラフに表しました。

（１）左のグラフの，６年生の貸し出し冊数は何冊ですか。下のアからエまでの中から，
最もふさわしいものを 1つ選んで，その記号を書きましょう。

ア 401 冊 イ 405 冊 ウ 410 冊 エ 450 冊

（２）9月の貸し出し冊数について，左のグラフからどのよう
なことがわかりますか。下のアからエまでの中から，最もふさ
わしいものを 1つ選んで，その記号を書きましょう。

ア 貸し出し冊数がいちばん多い学年は，2年生である。

イ 2年生の貸し出し冊数は，3年生の貸し出し冊数の約 2倍である。
ウ 5年生の貸し出し冊数は，4年生の貸し出し冊数の半分くらいである。

エ 1年生と 3年生の貸し出し冊数の差は，約 200 冊である。

【正答】 ウ
※この問題の正答率は 90.7％です。棒グラフから項目の関係を読み取る

ことはおおむねできています。

１ たけるさんたちは，地域の昔のことについて調べるために，博物館と城と図書館へ
行きます。

(４)たけるさんたちは，城に着きました。午後 1時 35 分から見学を始めて，50 分後に出
発することにしました。出発する時刻は午後何時何分ですか。その時刻を書きましょう。

【正答】 午後 2時 25 分
※この問題の正答率は 91.9％です。条件に合う
時刻を求めることはおおむねできています。

調査の結果から児童生徒の学力・学習状況について分析しました
グラフを読み取る問題 (○）

説明的な文章を読むときは、何がどのように書か
れているかを考え、要点をまとめる機会を増やしていきます。



(（〇)文脈に即して漢字を正しく読む問題。
（▲)自分の考えをもち，記述する問題。

（〇)表やグラフから必要な情報を読み取る問題。
（▲)判断の理由を数学的な表現を用いて説明する問題。

数学の基本的な知識や技能はおおむね身についていますが，内
容を理解し，数学的な表現を用いて説明することに課題が見られます。

文学的な文章を読むときは、自分の知識やこれまでの経験
と結びつけて読み、友だちと考えの交流をする機会を増やしていきます。

数学で学習したことを生かして身

の回りの問題を考える機会を増やしていきます。

文学的な文章を読んで自分の考えをもち，記述する問題 (▲）
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文脈に即して漢字を正しく読む問題 (○） 表やグラフから必要な情報を読み取る問題 (○）

漢字を読んだり，話の内容を理解したりすることはおおむねできていますが，文章
の内容を理解し，そのことについて自分の考えを持ち，記述することに課題が見られます。

志摩市総合教育センターでは,教職員研修を充実させ,授業力の向上に取り組んでいます。今後も，子どもた
ちの「強み」を伸ばし「弱み」を克服できるような学習のあり方について，学校とともに考えていきます。
11 月号では，学習習慣や生活習慣に関する調査「児童生徒質問紙」の調査結果を紹介いたします。

問い合わせ：志摩市総合教育センター ℡５２－０２８０
※調査問題は，国立教育政策研究所のウェブサイトから抜粋いたしました。すべての問題は、同サイトからご覧いただけます。
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中学校 国語 平均正答率は、全国平均

よりやや下回りました。
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４一 ―線部①と―線部②の漢字の正しい読みをひらがなでていねいに書きなさい。

①粘土を①伸ばして板状にし，皿を作ります。
②地元の土や製法の②詳細について

【正答】 ①の ②しょうさい
※①の正答率は 95.7％、②の正答率は、88.6％です。文脈に即して漢字
を正しく読むことおおむねできています。

中学校 数学 平均正答率は、全国平均

よりやや下回りました。

７(1) 調べた結果のグラフにおいて，砂の重さが７５gのときに，砂が落

ちきるまでの時間が３６.０秒であったことを表す点はどれですか。点Ａ
から点Ｄまでの中から記号を１つ書きなさい。

【正答】 Ｃ
※この問題の正答率は 90.1％です。表やグラフから必要な

情報を読み取ることはおおむねできています。

８(３)桃花さんは，前ページの気温差の度数分布表をもとに，横軸を気
温差，縦軸を相対度数として度数分布多角形(度数折れ線)に表しました。
気温差の度数分布多角形から，「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温

差が大きい傾向にある」と主張することができます。そのように主張することができる理
由を，気温差の度数分布多角形の２つの度数分布多角形の特徴を比較して説明しなさい。

データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明する問題 （▲）

【正答例】２つの度数分布多角形
が同じような形で，６時間未満の度数分
布多角形よりも６時間以上の度数分布多
角形の方が右側にある。したがって，日
照時間が６時間以上の日は，６時間未満
の日より気温差が大きい傾向にある。
※この問題の正答率は 5.2％です。約９割半の
子が、条件を満たさずに解答したり、解答する
ことをあきらめたりしています。


